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ヒーミー

“Hymy(ヒーミー)”とは、フィンランド語で“笑顔”と言う意味です。

ミンナでの日々の笑顔が皆様にも届きますように！

花言葉：いつまでも

変わらぬ心

百日草

裏庭が“畑”となって十数年。それまでも利用者や職員の休憩所になればと花や植樹を楽しん

でいましたが、栗原さんの手が週2回入ることで、みるみるうちに畑の列が出来ました。草取り

から畑造りに肥料調達、苗や種の植え付けまで全ておひとりで。未だに耕す時は石がコロコロ出

てくるの除けているそうです。「実家が農家なので子どもの頃はよく手伝わされました。」と笑

顔で話されていて、暑い日も寒い日も「農業に休みはないですから」と雨や雪の日以外はコロナ

過も休むことなく畑を耕し、今年は10年表彰を受けていただきました。ここ数年数か月で草取

りと補助に熊崎さん大澤さんが加わり、更にパワーアップしています。十数年前のそれまでと変

わらず“ご利用者の方々にこの景色で昔を思い出したり、職員の皆さんにもホッとできる空間に

なるといい”との思いで、栗原さんは今日も土や野菜たちに向き合っています。

“肥料食い”と呼ばれる

茄子。今年は真っすぐつ

やのある茄子が昨年の5

倍？は出来ています。

十数年で畑が20列ほど、

周りに秋明菊や皇帝ダリヤ、

百日草に千日紅・向日葵等

咲かせていただいています。

高校3年生が3日間来てくれました。好青年に

ご利用者も孫(ひ孫？)のように接して下さり、

優しい時間がお部屋に流れていました♪♪



 

ご家族にもご協力いただき、楽しい時間を作ることが出来ました♪♪

納涼祭ではご家族にも各々利用者と楽しむことでご協力(ボラン

ティア)をいただきました。この他にも現在、ご利用者とお散歩い

ただける方・車椅子清掃していただける方・ご利用者のレクリ

エーションを一緒に楽しんでくださる方を探しています。

ご興味のある方は是非お声掛けください。
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